

































（中国）… ６ ７ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ １ ２ …
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上句 声調 下句 声調
①紅紙寫書套 ２１ 我來訴一 ４４
②好話儂不 ３５ 醜話儂不提 ４２
③提我又氣 ２１ 哭愁九朝 ４４
④我是出身氏女 １３ 我亦是的不抵錢 ４２
⑤上又沒得乘涼樹 ３３ 下又沒得解焦人 ４２
⑥設此留歸襟在 １３ 陳裏何嘗受苦心 ４４
⑦我是出身氏女 １３ 始得給來不慮身 ４４
⑧跨出大門眼看 ２１ 看見青天白雲 ４２
⑨落入何家門前下 １３ 不得顯陽一朝 ４４
⑩跨入堂前坐涼床 ４２ 坐上涼床眼	飄 ４４
⑪他人亦不慮徠我 １３ 我是坐涼床去 ２１
⑫想家
曰來我 １３ 不氣給來嘔腹鬧 ３３
⑬歡喜給來套面上 ３３ 人亦不知受苦人 ４２
⑭在家淒日子淺 ３５ 做淒日子長 ４２
⑮養兩個男兒子 ３５ 一個紅來奉陪 ４２
⑯想我身不願 ３５ 想我身不願提 ４２
⑰跨入大門我看在 １３ 看在我夫不算人 ４２


















     
UJ TJPV ZV Tȇȝ MBJ
     
JF Tȝȇ TJPċ GV ZV
      





































      
NBJ LVȝ TPċ Oȇċ Qȇċ Wȝȇ
  
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UB UJF JF GV






NV ZV OB JF WV Gȝȇ
ȇJF
Mȇȝ
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JBċċVȝ QV NBJ JF GV Tȝȇ
      
WB GV Zȇ LVPȝ Gȝ LVȇ NBJ





























    
UZV UJF ͌ċ UTȇȝ JBċ ZB
   
JF Tȝȇ TȝȇQV NBJ GV ZV
  
J J ZBOBċ TBċ ċVPȝ MB





TB Z LV WV Qȝȇ Gȝȇ Iȝ
      
UJBċ JPċ
 
ZO JPċ JPċ LVB QBJ






ZO UBJ IBċ MJPV M¸ UJBċ JPċ
UJPċ UJPċMB ZV ZV ǵ BJ
      























U¸ Oȇċ TPċ Tȝȇ UTJ UJF TBJ
    







IPV TBJ UTtȇċ MB M¸ TJBċ Wȝȇ
WV
  
TBJ MJF Nȇċ Nȝȇ TJBċ QBJ
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（上１）
（上２）（下１）
TPċ Tȝȇ UTJ UJF TBJ
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（上１）
（下１）
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OB TB GV TB UJF











































































































































































































































































































































































































































































１４ ４３ ２０ ４３ ３２ ４４ ２２
１４３（２０）
「ラ」が主な音階である。
その４、「ミ」は装飾音として用いられるのがほとんどのようであ
る。
その５、「ファ」は譜例９にトリルとしてしか用いられていないの
で、「旋法」の音階として扱うことはできない。
４．結論
以上の各データの分析により、女書歌曲調の特徴において、以下のよ
うな新しい要素が加えられる。
a． 漢詩の押韻と同じように、女書歌の抑揚を作るため、下句の節
回しに４４調と４２調の歌詞しか用いず、節回しを声調に合わせて、
４４調は「旋法」の高音「レ」、４２調は「旋法」の低音「ラ」で
歌うことになっている。
b． 上句の節回しは対句の途中なので、主に中間音の「ド」で歌
われている。声調と曲調との関係性が比較的薄く、中間音の
「ド」が下句につなげる「読点」の役割をしている。
c． 節回し以外の歌詞の曲調は、声調の高低に多少影響が見られる
が、基本的には歌い手のアレンジに左右される傾向にある。つ
まり、声調が高くなるにつれて「旋法」の高音「レ」が多く用
いられ、声調が低くなるにつれて「旋法」の低音の「ラ」が用
いられる傾向があるものの、ルールのようなものは見られない。
結論として、女書歌の曲調は「旋法」の４つの音階からなっている。
しかしながら、その中でもルールに則っている部分と、歌い手のアレン
ジによって異なってくる部分が存在する。そのため、ほかの民謡や伝統
的な歌の曲調と比べると、女書歌はいずれも同じメロディで歌われてい
るかのように聞こえるが、実は歌によってそれぞれのメロディはすべて
異なっていることが明らかになった。
そして、上述した結論は、故女書伝承者の作品の本字訳を是正する一
つの尺度となることであろう。
（２１）１４２
注１） 女書歌の曲調をアレンジするときに用いられる基本的な音階のこと。す
なわちハ長調のラ・ド・レ・ミの４つの音階のことを指す。２００１年劉穎の
研究により名づけたのである。
２） 女書歌が流行っていた湖南省江永県一帯の優勢言語で、現地では響きの
美しい言葉とされている。女書作品を歌うときに使われる言語である。
３） 劉穎（２００１）「女書創作作品のメロディとリズムについて」『成城文藝』
（第１７３号）で取り上げた、「自伝書」（何艶新作）「手紙文」（何艶新作）「訴
我悲苦」（何静華作）「女書検討会有感」（何静華作）「義年華自伝」（義年
華作）の五つの作品から採譜した９つの楽譜である。
４） 女書伝承者たちは、紙や扇子などに書いた歌を女性の親戚や「結拝姉
妹」と相互に語りかけるように歌ったり、ときには合唱したりするときに
歌われるメロディ。それは現地に歌われているほかの伝統的な歌のメロ
ディとは明らかに違い、彼女たちはそのメロディを「読紙読扇」と呼ぶ。
５） 慕っている血縁関係にない女性同士の間で結んだ、義理姉妹の関係であ
る。
６） CDの第３曲目は歌っているよりも朗読しているので、声調と曲調の比
較にはならないので省いた。
７） 長年にわたり、湖南省江永県一帯の優勢方言“城関土話”と客家方言な
どの研究を行っており、『江永方言研究』を出版し、他『方言大辞典』の
執筆なども参加された。
８） この歌は『中国女書合集』（趙麗明２００４）の３７６２～３７６５頁に取り上げら
れている。歌の大意は次の通りである。
赤いカバーの小冊子を書き、私も一篇訴える。私は祁家に生まれ、運が悪
く、どこにも頼れる人がいなかった。何という家に嫁いだが、一日も幸せ
に過ごしたことはなかった。実家にいたとき貧しくてもそれほどつらくは
なかったが、嫁に行ってからは、毎日がつらくて一日を長く感じるのだ。
息子二人と娘が一人生まれたが、夫はまるで人でなし。
９）１９０７年生まれ、上江墟棠下村出身。１９９１年１月２６日逝去。１４歳から叔母
に女書を学び、後に多くの女書作品を書いたという。『義年華自伝』もそ
の１つである。残念ながら、現在義年華の音声資料はまだ見つからない。
参考文献
１） 趙麗明主編（１９９２）『中国女書集成』清華大学出版社
２） 李映明（１９９２）『中国民歌概論』華中師範大学出版社
３） 黄雪貞（１９９３）『江永方言研究』社会科学文献出版社
４） 周青青（１９９３）『中国民歌』人民音楽出版社
５） 趙麗明（１９９５）『女書と女書文化』新華出版社
６） 楊仁里・陳其光・周碩沂（１９９５）『永明女書』岳麓書社
１４１（２２）
７） 遠藤織枝（１９９６）『中国の女文字』三一書房
８） 劉穎（２０００）「女書作品の表現形式における非定形詩句について――何
艶新の作品を中心に――」『成城文藝』（１６９号）
９） 劉穎（２００１）「女書創作作品のメロディとリズムについて――何艶新と
何静華の歌を中心に――」『成城文藝』（１７３号）
１０） 遠藤織枝（２００２）『中国女書研究』明治書院
１１） 羅婉儀（２００３）『一冊女書筆記』新婦女協進会
１２） 趙麗明（２００４）『中国女書合集』中華書局
１３） 黄雪貞（２００４）「溺慕蟹簡議咄延」『溺慕議煽雰嚥⑬彜』（遠藤織枝・黄
雪貞主編）中国社会科学出版社
１４） 劉穎（２００４）「購噐嶄忽溺慕梧議爆距」『溺慕議煽雰、⑬彜才隆栖忽縞僥
宝冩網氏胎猟祉園』中国社会科学院語言研究所・日本中国女書文学研究共
同主催年
１５） 劉穎（２００５）「女書伝承作品のメロディについて――創作作品との比較
を中心に――」『成城文藝』（１８９号）
１６） 劉穎（２００５）「嶄忽溺慕梧爆距嚥廓購圭冱議蕗距」『溺慕議煽雰嚥⑬彜』
（遠藤織枝・黄雪貞主編）中国社会科学出版社
本稿の執筆にあたっては成城大学大学院生の今野大輔君に日本語の添
削をしていただいたことに深く感謝の意を表す。ただし、文責はすべて
筆者に帰する。
（２３）１４０
